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歌会始で披講され
た御製。この彗星の
名は定かではありま
せんが、昭和天皇は
約 年周期のハレー
彗星を二度もご覧に
なっておられます。

四
十
九
歳
の
お

誕
生
日
を
お
迎
え

に
な
ら
れ
た
皇
太

子
殿
下
が
二
月
二

十
六
日
に
昭
和
天

皇
記
念
館
に
ご
来
館
に
な
ら

れ
た
。
二
年
あ
ま
り
前
に
は

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
記
念
館

に
お
い
で
い
た
だ
い
た
▼
昭

和
天
皇
の
ご
幼
少
時
の
コ
ー

ナ
ー
に
洋
酒
の
瓶
が
展
示
さ

れ
て
あ
る
の
に
皇
太
子
殿
下

は
一
瞬
怪け

げ
ん

な
お
顔
を
さ
れ

た
が
、
歴
代
天
皇
の
中
で
ご

長
命
の
記
録
保
持
者
で
あ
ら

れ
た
後
水
尾
天
皇
を
ぬ
い
て

長
寿
記
録
を
更
新
さ
れ
た
昭

和
天
皇
ご
生
誕
の
年
に
醸
造

さ
れ
た
シ
ャ
ン
パ
ン
で
あ
る

と
の
ご
説
明
で
ご
納
得
、
ニ

ッ
コ
リ
さ
れ
た
▼
後
水
尾
天

皇
と
い
え
ば
京
都
の
名
園
で

あ
る
修
学
院
離
宮
や
仙
洞
御

所
を
造
園
さ
れ
た
方
で
あ

り
、
そ
の
庭
園
を
二
十
数
年

前
、
来
日
さ
れ
た
英
国
の
チ

ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
殿
下
を
ご

案
内
さ
れ
た
の
が
ほ
か
な
ら

ぬ
皇
太
子
殿
下
で
あ
っ
た
。

お
祖
父
さ
ま
の
ご
在
位
五
十

年
を
記
念
し
て
造
成
さ
れ
た

昭
和
記
念
公
園
の
記
念
館
を

お
訪
ね
に
な
り
、
ど
の
よ
う

な
感
懐
を
抱
か
れ
た
で
あ
ろ

う
か
▼
そ
の
昔
、
昭
和
天
皇

が
生
涯
で
二
回
ほ
ど
立
憲
君

主
の
途
を
踏
み
は
ず
し
た
と

述
懐
さ
れ
た
う
ち
の
二
・
二

六
事
件
の
日
は
大
雪
で
あ
っ

た
。
今
回
の
皇
太
子
殿
下
ご

来
館
の
日
は
小
雨
、
翌
日
は

雪
が
ち
ら
つ
い
た
。
天
候
だ

け
で
な
く
経
済
的
に
も
『
平

成
』
、
す
な
わ
ち
「
平
ら
か

に
成
る
」
の
御
代
で
あ
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

Ｙ

昭和天皇の御料車であった赤ベンツをご興味深げに昭和の即位の礼の際に東京駅に向かわれる
鹵簿（お列）を再現した模型をご覧に

昭
和
天
皇
が
ご
着
用
に
な
っ
た
学
習
院
初
等
科
の
制
服
に

つ
い
て
ご
説
明
を
受
け
ら
れ
る
殿
下

昭
和
天
皇
記
念
館
の
入
り
口
で
、
皇
太
子
殿
下
を

お
出
迎
え
す
る
長
門
保
明
館
長

昭
和
天
皇
記
念
館
玄
関
に
ご
到
着
の
皇
太
子
殿
下
。
右
は
綿
貫
民
輔
・
当
財
団
会
長
、

左
へ
菊
川
滋
国
交
省
関
東
地
方
整
備
局
長
、
椰
野
良
明
国
営
昭
和
記
念
公
園
事
務
所
長

平
成

年
の
開
館
以
来
初
め
て

在
り
し
日
を
ご
追
憶

皇
太
子
殿
下
は
二
月
二
十

六
日
午
後
、
東
京
・
立
川
に

あ
る
国
営
昭
和
記
念
公
園
内

の
昭
和
天
皇
記
念
館
に
初
め

て
ご
来
館
、
館
長
の
長
門
保

明
・
昭
和
聖
徳
記
念
財
団
専

務
理
事
の
ご
案
内
で
見
て
回

ら
れ
ま
し
た
。

『
昭
和
天
皇

年
の
ご
生

涯
』
コ
ー
ナ
ー
で
、
最
初
に

ご
覧
に
な
っ
た
の
が
昭
和
天

皇
が
ご
着
用
に
な
っ
た
継
ぎ

の
あ
る
学
習
院
初
等
科
の
制

服
。
乃
木
希
典
院
長
（
大
将
）

の
質
素
倹
約
の
教
え
を
守
ら

れ
た
も
の
で
、
側
近
が
お
そ

ば
を
下
が
る
際
に
拝
領
し
家

族
が
保
管
し
て
い
た
た
め
、

皇
太
子
殿
下
は
初
め
て
ご
覧

に
な
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

続
い
て
、
「
ご
即
位
」
の

関
連
で
は
東
京
駅
に
向
か
わ

れ
る
鹵ろ

簿ぼ

（
お
列
）
の
模
型

を
、「
巡
幸
・
復
興
の
日
々
」

で
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
と

初
め
て
ご
会
見
に
な
っ
た
際

の
お
写
真
、
焼
け
野
原
に
な

っ
た
日
本
国
土
を
巡
ら
れ
て

国
民
を
激
励
さ
れ
た
巡
幸
の

日
々
の
お
写
真
を
熱
心
に
ご

覧
に
な
り
ま
し
た
。

戦
後
の

国
際
親
善

の
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
昭
和
天
皇
の

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
腕
時
計
を
見

つ
け
ら
れ
、
長
門
館
長
に
ニ

ッ
コ
リ
。
三
月
八
日
ま
で
の

特
別
展
示
「
昭
和
天
皇

皇

太
子
時
代
の
ご
外
遊
」
で
は

英
国
滞
在
時
の
お
写
真
に
、

皇
太
子
殿
下
も
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
大
学
に
留
学
さ
れ
て

お
ら
れ
る
の
で
、
思
い
出
を

重
ね
ら
れ
て
ご
説
明
に
う
な

ず
か
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

特
集
コ
ー
ナ
ー
の
「
終
戦
」

で
は
白
川
一
郎
筆
の
御
前
会

議
の
絵
画
を
、
最
後
の
「
昭

和
天
皇
の
生
物
学
ご
研
究
」

で
は
、
一
部
復
元
さ
れ
た
皇

居
内
の
生
物
学
御
研
究
所
や

採
集
標
本
を
ご
覧
に
な
っ
て

昭
和
天
皇
記
念
館
を
後
に
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
国
営
昭
和
記
念
公

園
は
昭
和
天
皇
の
御
在
位
五

十
年
を
記
念
し
て
昭
和
五
十

八
年
に
開
園
、
昭
和
天
皇
記

念
館
は
平
成
十
七
年
に
開
館

し
て
い
ま
す
。

‖
１
面
の

清
流
抄

ご
参
照
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